	○ 市政への希望（要望） ・ 市町村合併


【市政への希望・要望】

・　市民の要望や意見、情報公開を反映させた身近な市政。

・　高齢者（障害者）や子供たちに優しい市政。

・　旧８町村の格差のない市政。
・　若者が定着（Uターン・企業誘致）する市政。
・　自然や文化、環境が整った心豊かな市。

・　旧町村の観光、芸術や文化など、個性を活かした市政。
【市町村合併】

・　合併して間もないことから、影響や変化は特に感じられない（‥わかりません。‥これからではないか）。

・　遠慮なく他の地域の施設が利用でき、嬉しく思う。
・　市の中心は、金沢とも交流の深い福光に置くべき。
・　連帯感（一体感）が徐々に強まっていると思う。

【合併に関する苦言】

・　メリットが見えず。負担ばかりが見える。

・　悪くなった。合併をすべきではなかった。
・　高齢者へのサービスが（補助金の削減・廃止）低下した。
・　村の中が淋しくなり、不便なところが、さらに不便になった。

・　住民と行政が遠くなり、市政がわかりにくくなった。
	○ 行財政運営 ・ 行政改革　


【行政運営】

・　オープンで、わかりやすい行政運営をお願いします。

・　市政が分かりづらく、行政への参画の機会や情報が少なくなった。

・　重要事項などの決定は、その目的や議論の経過等、住民が納得した上で、進めてほしい。

・　行政センターの時間延長（延長する曜日）をお願いしたい。
・　行政センター職員に権限のある場を与えてあげて下さい。

【財政運営】

・　合併の効果を活かし、経費の節減や効率的な予算の配分、財政の健全化を。

・　職員の大幅な削減（適正配置）と合理化により、人件費を抑制してほしい。

・　道路補修や施設管理に要する経費は、行政センターに予算付けをし、迅速な対応を図られたい。

・　徹底した行政経費の節減に取り組んでもらいたい。

【地域審議会】

・　地域審議会に若者を入れる必要があります。

・　数合わせの審議会は廃止し、市長に直接、地域の声が届くようにして頂きたい。

・　もっと議論をする必要がある。
【 税 】
・　税金が高い（安くして下さい）。

・　税金の使い道を徹底的に洗い直すべきだと思う。

・　市税の使途について、分かりやすい説明がほしい。

・　集合税における分納の方法や督促料、徴収の方法等が変わったのなら、そのような案内を事前にしていただきたい。

【イベント・行事】

・　行事（イベント）が多すぎる。

・　人口の減少に伴い、今後、行事の運営に支障がある。ムダな行事は控えられたい。

・　これまでの身近な行事を中止することなく大事にして下さい。

・　地域や多世代、障害者との交流が図られるような施策を考えて欲しい。

【情報化】

・　ネットの高速回線を引く事ができないというのは納得できるが、金銭的なことだけを問題にしないで欲しい。

・　行政センターで「ホームページを見て下さい」と言われた。いくら情報化社会とはいえ、高齢者の多い南砺市に合った情報手段を構築すべきではないでしょうか。

・　行政センターが利用しづらい事から、電子化を進めていただきたい。

【コミュ二ティ・ボランティア】

・　住民となった女性が無視され、転出した女性に声がかる事に違和感があります。

・　市民も意識の改革が必要であり、また、責任も持って頂きたい。

・　これからの市政は、ボランティアの協力が必要。活動支援をしっかり行える市政を目標にしてほしいと思います。

・　地域や団体活動には、マイクロバスの利用は不可欠です。行事助成という形でマイクロバスの貸し出しをしてもらいたい。

【施設の使用料】

・　公共施設（体育館）をこれまでどおり無料にしてほしい。

・　これまで無料の総合センター（利賀）を利用していた。今では、使用料が払えないことから利用していないが、過日、用事で行くとカビ臭い部屋になっていた。

【上・下水道料金】

・　上下水道料金を安くしてもらいたい。

・　各家庭の水質検査をしてもらいたい。

・　下水道負担金に差があるのに疑問がある。

・　下水道の運営にと寄付を求められたが、公共でも寄付は募られるのでしょうか。

【省エネ・資源】

・　クールビズやウォームビズを励行してほしい。

・　節電による省エネに取り組んでほしい。

・　無駄なお知らせが多い。掲載の工夫などをして資源の節約をすべき。

【その他】
・　ダムを建設し、電気代を安くしてもらいたい。

・　警察力の充実と強化、緊急サービスの向上に力を入れて下さい。

・　メンタルヘルスなどの心の健康のとりくみがない。身体的健康が中心である。北陸病院など専門施設の活用が市レベルでは効果的に活用されていない。情報もなく、精神障害者に対しては偏見の強い市であり、閉鎖的な地域である。
	○ 公共施設の整備 ・ 維持管理　


【公共事業】

・　ムダな施設の整備を控え、財政基盤を整えるべきである。

・　箱物の整備よりも、既存施設を有効利用（活用）すべき。 
・　計画的な公共施設の整備。

・　必要な道路だけを整備し、利益の上がらない箱物の建設は行わない。
【施設の整備要望】

・　商業施設の整備（大型ショッピングセンター・集合型の商業施設）。

・　アミューズメント施設（若者向けの娯楽施設・映画館・カラオケ・レジャー）。

・　新庁舎。利便性や効率化に向け、市民の理解が得られる場所に建設を。
・　利便性が高く安価な住宅地や市営住宅の整備。

・　ハイテク産業を中心とした大規模工業団地。

・　公園の整備（住宅地に、子供から老人まで多世代が気軽に集える場）。

【既存施設の活用や不満】

・　園芸植物園。　多額の経費を要しているが、菊祭りしか見えない。もっと活用を。

・　かいにょの森。　維持管理面から、検討すべき施設ではなかったか。

・　アローザ村。　管理経費がかかりすぎではないか。

・　じょうはな座。　一部の利用者だけなのに、１０億円とは何が教育ですか。

・　じょうはな座と新社会体育館。　建設の話は、一般町民に知らされたのか。

・　福光庁舎。　閑散としている。市民開放や賃貸などによる有効活用を。

【施設の統廃合】

・　施設の統廃合による行政のスリム化を図るべき。

・　スキー場の統廃合。

・　病院の統廃合。

・　学校の統廃合（空校舎は老人福祉施設に改築）。

・　温水プール統廃合
・　文化ホールの統廃合

	○ 安全安心（防災 ・ 防犯 ・ 交通安全）　


【地域防災】

・　自然災害など、防災に十分な努力をよろしくお願いします。
・　防災無線ですが、外では聞こえるが、家の中だと聞き取りにくい。
・　災害時の備えや個々の心構えが不十分だと感じています。

・　地域防災組織の整備を進め、継続的な訓練を実施し、リーダーの養成にも努めて欲しい。

・　災害時の避難場所がどこかわかりません。一人一人が知っておく必要があります。
【防　犯】

・　警察は、騒音を立てて走る車を真剣に取り締まって欲しい。国道３０４や山間地。

・　通学路など防犯灯を設置して、夜間を明るくして下さい。

・　アパートなどの乱立により、隣に誰が住んでいるのかも分からない様な現状では安らぎのある都市とは縁遠いように思う。
・　防犯組織があるが、何をしているのか全くわからない。

【交通安全】

・　危険な前田地区（福野）の交差点に、1日も早く信号を設置すべきです。

・　危険なところにカーブミラーの設置をお願いします。

・　商店街での路上駐車や歩道の駐輪は、不愉快です。
・　運転のマナーが悪い。警察の人は、交通安全運動期間以外にも。
【アスベスト】

・　アスベストの建物はどうなるのですか。
・　全戸のアスベスト調査を行う。

	○ 公共交通　 


【市営バス】

・　小型（ワゴン）の定期バス（台数を多く）で市内全域をカバーする。

・　既存のバスを有効に運行し、本数を多くしてほしい。

・　高齢者には無料のパスを。

・　市内の高校間を結ぶ通学バスの運行。
・　料金体系の一本化。

【市営バスはムダ‥、】

・　都合のよい時間に目的地まで行けるタクシーの代行を。

・　現行の加越能バスの運行回数が増えるよう、支援すべきです。
・　バス以外の方法で、広い市内を回る方法を考えてほしい。

【その他】

・　列車時刻の間隔がありすぎて不便である。

・　庄川～石動間のバス運行。午後１時から4時の運行時間を増やしてもらいたい。

・　平、上平地域から福野や砺波への登下校にあった時刻調整（バスとJR）をお願いしたい（父兄の送迎が大きな負担）。
・　市営バスを各種団体（大会等への参加）に開放してほしい。

	○ 福祉関係　　


【福祉関係】

・　無料入浴券がなくなり淋しい。旧町村のバランスもあるが。
・　在宅介護の充実や介護休暇が取得できるような市にしてほしい。
・　福祉に力を入れて頂きたい。
・　戦没者の追悼式は、市においても主体的な取り組みをお願いします。
・　無料で使える施設がなくなった。

	○ 子供 ・ 子育て環境　


【保育園・幼稚園】

・　保育サービスの充実（０才・延長・休日保育）をお願いします。

・　祖父母との同居世帯では、３歳未満の子を預けたくてもダメと言われます。親の勤めの事情や孫の面倒を見たくても健康上の理由から、多少、保育料が高くなっても、保育所にたよるしかありません。少子化の今、もっと、気軽に保育所を利用させてもらいたいです。
・　若い母親たちが、どんな保育サービスを望んでいるか、探り、試行してほしい。
【子育て支援】

・　出産費用に市の支援（市内で出産すれば、出産費用の無料化）。

・　小児医療をもっと充実（信頼できる医師を市内に）してほしい。ピンクの医療費の用紙も市内の主な病院に限定せず、砺波市内の個人病院での使用も可としてほしい。
・　市税を少なくし、安心して子育ができるような仕組みを。
・　乳幼児健診など、合併後は、不便になりました。地域（利賀村）で出来るようにしてほしい。
【子育て環境】

・　暖かく、明るい環境となるよう（住民をリード）努力してほしい。
・　一定規模以上の企業には、保育設備が完備するよう国や県への指導（補助金の交付）を働きかけてもらいたい。

・　少子化の時代。犯罪や非行、いじめなど、子供達を心身ともに健全な方向へ家庭や地域が一体となり、育てていかなければならないと思っています。

・　子供の安全など、みんなで守るまちづくり。
【少子化問題について】
・　市の人口がどんどん減っている。少子化問題には、積極的（何をしている）に取り組んでもらいたい。

・　同居することにより、定年前後の若いおばあさん（家族）の理解ある協力が得られる。安心して職場復帰も出来る。

・　解決には、働きながら子育てが出来る環境づくりをもっと充実すべきです。

・　この先、不安を感じます。現在、幼い子供達が将来、自分の環境について学習し、この南砺市に生まれ育った事を後悔する事のないような街にしてほしと思います。

【児童手当】

・　学年で区切るのは如何なものか。4月生まれの人が得をし、それ以降は損をしています。満○才までの誕生日までとするとか、皆が平等に給付されるべきだと思います。

・　育てる親の暮らしが安心できなければ、少子化は進むだけ。児童手当の引き上げを。サラリーマンと自営業者の差をなくし、一律に手当を出してほしい。
	○ 自然環境　･ 衛生 ・ ごみ　　


【自然保護】

・　野生動物を大切にしてほしい。

・　熊について、被害者には補償する。豊作や不作状況を踏まえ、適正な頭数の調整を行う。人間が恐いという学習をさせる。熊のテリトリーは深山間地と、里山地域と思われる。この地域の住民の安全を守る責任は市にある。
【ごみ袋】

・　従前のゴミ袋に戻してほしい（小さくなった。高くなった。切り込み不要。主婦の意見を）。　
【ごみ収集・マナー】

・　野焼き（庭先でゴミ）が平然と行われている。　
・　可燃ごみの回収日が少ない。
・　分別に関する意識やレベルが低い。

・　ゴミ収集所に集積箱がほしい。
【環境美化・公衆衛生】

・　桜が池のボランティア清掃活動。

・　各職場で、周辺の環境美化活動を。

・　今年は蚊が多かった。駆除して欲しい。

・　浴場業を営んでいる。入浴券を70才以上の人全部に配布してほしい。年々お客も減り、経営も厳しい状況にある。
【悪臭・騒音】

・　牛舎、豚舎からの臭いが強い。

・　能越道の騒音がうるさい。
・　福光庁舎からの放送（特に選挙時が非常に迷惑）。
【その他】
・　地球の温暖化対対策を。

	○ 病   院　 


【病院全般】

・　医療体制（夜間の診療）を充実して下さい。
・　小児科、産婦人科を充実してほしい。

・　市内に３つもあるのに、なぜか砺波総合に搬送される。これでいいのでしょうか。

【南砺中央病院】
・　医療体制（診療科、産婦人科、小児科、医師の常勤化）の充実に期待します。
・　虫歯治療だけでなく、アフターケアも整った施設がほしい。

・　実績のある医師をお願いしたい。２人暮しの家庭があり、いつも砺波までタクシーを利用されている。近くにありながら、いろいろな理由で利用されないのを何とかしてほしいです。
【福野病院】

・　皮膚科があるとよい。
	○ 地域振興（ 活力 ・ 若者 ・ 過疎 ）


【農林業の振興】

・　都市中心型から地方中心の行政を要望します。高齢者が多く、農耕地は荒廃の途にあります。
・　農業の振興策として、もっと適地適作の研究が必要と思う。
・　米作りに拘らない先進的な農業を展開するため、産学官での研究開発企画や、先進農業地域や農業会社との交流、農業大学の設置（後継者の創出）やバイオなどの農業会社の設立をされたい。
【商工業・企業振興】

・　企業誘致により、人口の増加（若者の定着）を目指すべきである。

・　商店街の活性化や「買い物は地元で」を勧めて頂きたい。
・　３０年前に福光に来たが、当時は町外から買い物に来る人で賑わっていたことからも、若者や子供達が安心して遊べる施設も設けてほしい。

【観光振興】

・　特色ある旧町村の伝統や歴史遺産を有効に活用・広報し、観光の活性化に取り入れて頂きたい。

・　春祭りをゴールデンウィークに集中し、1週間の間にすべて回れる周遊コースなどを設定できるよう、日程を調整すべきである。
・　世界遺産の五箇山から城端、井波などを結んだしっかりとした観光ルートを設定し、都市部の観光客を呼び寄せるようにする。
【地域イベント】

・　交流の機会が少ない。各地域間の交流イベントを活発に。
・　出来るだけ、合併前と変わらないよう、村民に必要な事をしてほしいと思います。2つしかないイベントも今までと同じ様に続けてほしいと思います。協力しあって何年も続けてきた行事です。あれもこれもなくすれば村に活気がなくなる様に思われ、不安を感じている今日この頃です。

・　福野地区での夏祭りには、他の地区にある花火大会がなく不公平です。花火を上げれば、もっと賑やかで活気がでてくると思います。
【過疎化】
・　若者の減少により、中山間地での将来が案じられます。

・　地域のボランティア活動の負担が増えるばかりなので、引越したいと考えるようになりました。山間地の活性化を図り、人口の流出に歯止めをかけて下さい。
【その他】

・　井波には空き家や空地がある。これら建物や土地を市で買い上げ、若者ばかりではなく、住居の必要な人に貸与すればいい。

・　福野町は、他の町村から見ると、何年も発展、発達がないように思われる。
・　大きな福光が目立たなくなったと、世間で言われています。これからの福光。南砺市の行政に期待します。
・　合併前に金沢市と福光町との交流の話が進んでいたが、それが難しくなったような気がしました。今度は「南砺市」の立場で、前に進めて欲しい。不可能なら福光地域の住民だけで存続して欲しい。
	○ 道路整備 ・ 道路除雪　　


【道路改良】　

・　道幅が狭い（道路交通網の整備・歩道の拡幅）。

・　歩道の段差を解消し、歩行者の安全確保（通学路）に努めてほしい。

・　東海北陸道の全線開通に向け、福光ICへのアクセス化を（幹線道路の整備）。
・　新しい道路ばかりが整備され、既存の道路が整備されない。

【除雪作業】

・　通学路の除雪を通学前に終えるよう徹底して欲しい。

・　除雪作業を徹底してほしい。

・　機械除雪により、交差点や家の前に重く固い雪があり、いつも難儀している。

【消融雪装置】

・　融雪装置の整備を進めてほしい。
・　高齢化により除雪作業が出来ない。「ご理解願います。」の返事ではなく、着工して下さい。
【都市計画】

・　福野駅を移転し、駅裏の開発が必要かと思われる。

	○ 教 育（学校教育 ・　社会教育）


【学校教育】

・　福光地域にスクールバスの運行を実現してほしい（熊や不審者などの対応）。

・　次世代を担う子供達の教育を充実させてほしい。

・　福光地域の学校は、広域なので、統合はしにくいが、統合すべき。少人数の校区の子供達が、中学に進学した時にイジメ等があるように感じる。
・　合併したので、より近くの学校へ通学できる様にして下さい。
【社会教育】

・　文化講演会など、決まって福野方面が多い。分散して旧町村で開催されてはどうでしょうか。

・　運転や交通事故の防止に関する書籍が市内のどの店頭にもない。図書館に揃えてみればと思います。

・　会館やホールが、もう少し増え、利用者も増えたら、町が活発になると思う。また、他の市に比べ、芸術、文化に関する関心がとても低いように思います。こうした発表できる場所があれば、ふれあう場になると思います。
【社会体育】
・　駅伝大会がなくなった。再度、復活して欲しい。
・　温水プールは、高学年にならないと一人で入れません。保護者は水着をつけてということですが、年寄りが水着をつけて、しかも冷たい水では、とても不便です。

・　市体は、時期的にも良くないと思います。
	○ 男女共同参画 （付帯意見）


【男女共同参画】

・　女性が政治や地域社会に関心を持つべきであり、女性の意見を反映させる事は重要だと思う。そのためにも、女性自身の意識や地域の意識改革が一番必要です。

・　男女共同参画のメンバーを男女の数を同じにする。
・　女性団体の活動内容の理解と協力を望みます。

・　よく耳にするが、とても難しい事だと思う。働く女性が多いことから、家庭での会話が少なくなってきている。子供たちの問題行動も、こうしたことからか。

	○ 広報　・　公聴　


【広報なんと】

・　内容が広範囲で、見たい情報が把握しにくく、魅力を感じなくなった。編集の工夫を図ってほしい。

・　地域ごとの区分や地域版の発行など、新たな工夫がほしい。
【ケーブルテレビ】

・　議会や市で決まった内容をわかりやすく、放送して下さい。
・　合併後、身近な話題が少なくなって残念です。
【ホームページ】

・　もっと必要な情報を取り出しやすくしてほしい。
・　小矢部市などや福光町は使いやすかったが、南砺市は取り出しにくい。
・　合併前（旧町）の方がよかった。施設の情報（生涯学習課の講座情報）は、広報物に頼っている。
【公　聴】

・　行政範囲が広くなり、市政の方針などが伝わりにくい。高齢者が多い土地柄であることから、公聴会などを積極的に開かないと無理がある。
・　各公民館で、年に１回、対話の機会を設けてほしい。

【配布物】

・　読むのもうんざり、経費の削減を（紙や印刷経費、回覧による方法、ゴミ処理）。
・　自治会役員は、手数がかかり大変である。
	○ 旧町村名の復活　　


【旧町村名の復活】 
・　旧の町村名を復活して下さい。　

・　市内が広すぎて、わからない。　

【住　所】

・　住所を書くときに、地区名を書くようにしたほうがいい。　 

【その他】 
・　南砺市そのものを変えて下さい。
	○ 議　 会　


【議　会】

・　市議があらゆる行事に顔を出しすぎる。

・　議員は、20～23人位に。

	○ 市　 長


【新市長】

・　若者の意見を反映せずに合併して、市政の意見を聞かせろとは、とても無責任です。

・　新市になって、まだ慣れない事が多く大変だと思います。旧町長が現在の市長ですが、1年でも2年でも早く、民意による若い市長を選ぶべきだと思います。

【要　望】

・　福野地区中心では。周りをよく見て下さい。平等な市政をお願いします。

・　変な密会がないよう、市長室を１階のガラスばりの部屋に。今の市には、そんなところがあるように感じます。

・　市長車を黒塗りからプリウスに。

	○ 職  員 （窓口　・　行政センター）　


【窓口対応】

・　接客態度がよくない。笑顔で思いやりの心をもって対応してほしい。

・　合併後、態度が偉そう。表情が冷たい。愛想のない職員が多くなった。

・　業務内容が、職員間で統一されておらず、不具合なことがあった。

・　人を見下すような言葉づかいや態度は、止めてもらいたい。

・　「分からない」「知らない」の言葉で、責任逃れや他課への押し付けが見える。

【行政センター】

・　接客態度が悪い（横柄）。暇そう。冷たい雰囲気。活気がみられない。

・　「わからない」「上司や本課に」指示を待ってからでないと動かない所。

・　地域振興の拠点であるという認識に欠けている。
・　窓口の対応範囲を拡大（機能の充実）してほしい。
・　行政マンとしての意識に欠けた現状をトップは、把握されているのか。
【公務員】

・　公務員としての自覚と責任を持ち、サービス精神を心がけていただきたい。

・　税金で給料をもらっていることを忘れないで下さい。

・　定年職員の雇用や天下りを止め、若者に働く場を与えていただきたい。

・　職員の資質向上に努めてほしい。
・　ヤル気のない職員は、辞めていただきたい。

	○ アンケート調査における意見　（　感想　・　苦言　）


【 アンケート調査の活用等について 】
・　調査の結果を重視され、よりよい南砺市にして下さい。

・　本当に市政に反映されるのでしょうか。

・　この調査結果で、市政の方向が決まる事のないようお願いしたい。

・　数年後に、この様なアンケートを１５歳以上の家族全員に行ってほしい。

【 アンケート調査は不要 】
・　(怒)アンケート調査は必要なし。
・　市民の声は直接、市民に聞くもの。こんな暇があったら、職員減とか、負担を軽くするとか、ほかにもすることがあるだろう。
【調査内容の工夫】

・　質問数が多すぎる（‥ひどい。‥疲れた）。

・　設問の方法や内容（世代ごとに、簡素に）をもっと検討（工夫）して頂きたい。
・　自分に直接、関係のない質問が多かった。

・　解答内容に市の意図（市民に押し付け・内容が役人的）が見える。

・　総合計画と関係のない設問が多いのではないか。
【高齢者の苦言】　
・　このアンケートは高齢者には難しすぎます。

・　若い方に聞いた方がいいと何度も口にしました。わからない事ばかりでした。
【その他】

・　一年も経過していないので、ここで、合併効果をあれこれ述べる段階ではない。

・　このような小さな意見や要望にも耳を傾ける市政にして下さい。

・　内容が多く、やりごたえのあるアンケートでした。　

・　高校生なので、あまりこのアンケートには答えられませんでした。
・　成果を期待している。見直すべきところがたくさんあると思う。
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